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第２学年道徳学習指導案

平成１７年 ５月１９日（木） ５時間目日 時

２年Ａ組（男子 名 女子 名 計 名）学 級 15 12 27

謙虚・向上 内容項目１－（５）１、主題名

「マキオの決心」 出典 「道しるべ （正進社）２、資料名 」

３、主題設定の理由
２年生になってから 「担任や副担が変わり、後輩も入ってきて、もしかするとみんなにと、

って今自分を変えるチャンスなのかもしれないよ」と言ってきた。それに対して、生徒は現

状の自分に必ずしも満足していないこともわかった。ここで取り上げる資料をもとに、変わ

りたいという気持ちを喚起するとともに、これからクラスの仲間が向上しようという時に、

その気持ちを温かく見守れる姿勢が大切であることに気づいて欲しい。

４、本時の展開
（１）ねらい 変わろうとする気持ちの大切さを知るとともに、自分と異なる意見や行動を

重んじる態度を育てる。

（２）展 開 別紙にて

（３）評 価 ①ミカの発言から変わろうとする気持ちの大切さを感じることができたか。

②今までの自分を振り返り、登場人物と重ねることで、自分と異なる意見や行

動を

重んじることが大切であることに気づく。

③自分が変わろうとする気持ちを支えてあげることの大切さに気づく。

５、板 書 計 画

クラスで班長を決めているとき、５人のうち、４人は決まっているけど、あと一人

決まらない。君なら立候補しますか。

立候補 する 名 「頑張ってみよう 「面倒くさいから早く決めてしまおう」」

しない 名 「誰か立候補してくれないかな 「自信がない」」
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立候補した時 トランプを取りあげ

ようとした時

・沈黙が嫌だった ・注意した事は悪くない

・やってみようかな？ ・やり方が悪かったマキオ

という軽い気持ち ・極端に変わりすぎた

・早く決めてしまおう ・すぐ謝れば良かった

・やる気になったん ・今まで自分がやってたくせに

じゃないか ・注意の仕方が悪い学級のみんな

・あいつに何が出来る

んだろう

・あいつが変わるはず

がない

・マキオのやる気に気がついて欲しい

・ユウコとサクラは、マキオに偏見があるミ カ

・相手の立場を考えて欲しい

（２）展 開

段階 学習内容 生徒の反応 指導上の留意点

クラスで班長を決めているとき、５人のうち、４人は決まって導入

◎あと一人といういるけど、あと一人決まらない。君なら立候補しますか。

時に「頑張って

○そんな時、自分ならどうするだろう 挙手で、 みよう」と出来

か？ ○立候補する ない自分 「誰、

○立候補しない かに任せた」と

１０分 ○どうしても、あと一人班長が決まら 考えてしまう自

ないときってどんな気持ちだろう？ 分に気づく

「マキオの決心」を読む

展開

つ マキオの人物像に迫る

マキオの気持ち ◎人それぞれの考

①「じゃあ、僕がなってやるかぁ」 ・沈黙が嫌だった えに違いがある

か と言ったときのマキオの気持ちを考 ・やってみようかな？と のに気づかせる

えてみよう いう軽い気持ち

周囲の気持ち

む ②学級のみんなが考えるマキオってど ・あいつに何が出来るん

んな人間なのかな？ だろう
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・あいつが変わるはずが

ない

・やる気になったんじゃ

ないか

考 マキオの取った行為について考える

・注意した事は悪くない

え ◎マキオの行動に③マキオの取った行動は正しかったのだろうか？

対する意見だけ

・やり方が悪かった でなく、その動

る ・極端に変わりすぎた 機も考えるよう

・すぐ謝れば良かった にさせる

④学級のみんなはそんなマキオの行動 ・今まで自分がやってた ◎先入観で人を見

をどう思って見ていたのかな？ くせに る事の危険性に

・注意の仕方が悪い 気づかせる

変わろうとする気持ちを理解する事

の大切さに気づく

あ

◎マキオの決意

を、 温かく認め⑤ミカの言いたかった事は何だろう？

じ てあ げようとす

（ミカの発言から気がついた事を書 ・マキオのやる気に気が る気 持ちに気づ

いてみよう） ついて欲しい いて 欲しい

わ ・ユウコとサクラは、マ

キオに偏見がある ◎今まで、人を認

・相手の立場を考えて欲 められなかった

う ⑥自分は誰に近かっただろうか？ しい ところがないか

振り返り、これ

３０ ⑦自分が、あるいは人が変わろうとす ・もう一度読み直して、 からの生活に活

分 る時、みんなは何が必要だと思いま す 自分 に近い人物を考え かして欲しい

か る。そんな自分はどうす

（ ）べき どう変わればよい

か考える

「ペンギンは・・・」の紙を掲示。

終末 ・今日気がついた事、感

誰かが自分を変えたいと願うとき じた 事をまとめる、

それを温かく見守ることができる ・自分の考えを発表する

１０分 クラスであるといいですね。

変わろうとする姿Point 1
誰にでも変わろうとする気持ち
がある。そのときの気持ちを思
いおこす。

変わろうとする人をPoint 3
見守るクラス

自分のあるべき姿を見つめるこ
とで、自分がいるクラスへの願
いや思いを強く持たせる。

変わろうとする人をPoint 2
見つめる姿

今までの先入観にとらわれるこ
となく、認めることの大切さに
気づかせる。
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（ 月 日 実施）

氏名

１．命のイメージ

２．詩の感想

３．授業の感想

道徳ワークシート
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